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5 お わ り に
欺臓が自己とか自意識と関連することが,動物行動学[10】
などでも論議されているので,学習,発達過程で ｢フェイ
ント｣できるサッカーロボットができないものかと考えて
いる.このためには,相手の複雑な行動を十分予測可能な
状態ベクトルが推定されれだけでなく,行為系列の分節化
によるより複雑な内部表現(より高度な抽象化)が必要であ
り,今後の研究課題である.
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(a)鳥轍図
(b)ロボットからの映像
図2:獲得された行動
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